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林
道
大
平
多
線
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月
２
１
日
に
大
森
山
ガ
レ
ま
で
確
認

し
た
が
、
同
１
２
月
に
玉
置
辻
か
ら
備
崎
ま
で
の
道
標
等
の
調
査
を
行
っ
た
際
、

大
森
山
か
ら
下
っ
た
分
岐
（
「
こ
の
先
ガ
レ 

通
行
不
能
」
の
標
識
）
か
ら
大

森
山
巻
き
道
に
向
け
て
新
し
い
赤
テ
ー
プ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
。 

 

大
森
山
の
巻
き
道
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分

か
っ
た
。
①
森
沢
義
信
氏
の
「
大
峯
奥
駈
道
七
十
五
靡
」
に
は
「
江
戸
時
代
の

奥
駈
道
は
、
大
森
山
に
登
ら
ず
稜
線
南
側
の
巻
き
道
を
た
ど
っ
て
い
た
ら
し

い
。」
と
の
記
述
が
あ
る
。
②
故
前
田
勇
一
氏
か
ら
玉
岡
初
代
世
話
人
代
表
に 

宛
て
ら
れ
た
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
の
書
簡
に
は
、
「
大
森
山
の
捲

き
道
の
改
修
」
な
ど
が
重
要
な
仕
事
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

新
宮
を
７
時
５
６
分
に
出
発
、
林
道
大
平
多
線
（
起
点
）
に
入
り
、
甲
ヶ
森

南
肩
登
山
口
ま
で
は
昨
年
と
同
様
に
車
は
進
入
で
き
た
が
、
そ
れ
以
降
は
落
石

等
を
除
去
し
な
が
ら
進
む
た
め
、
林
道
（
終
点
）
ま
で
の
約
６
・
６
㎞
に
約
１

時
間
５
０
分
を
要
し
た
。 

す
ぐ
に
登
山
靴
に
履
き
替
え
出
発
、
赤
テ
ー
プ
が
続
け
て
付
け
ら
れ
て
お
り
、

大
森
山
巻
き
道
と
思
わ
れ
る
道
に
合
流
、
石
積
み
の
道
が
現
れ
林
道
（
終
点
）

か
ら
約
２
４
分
で
、
大
森
山
か
ら
下
っ
た
分
岐
（
「
こ
の
先
ガ
レ 

通
行
不
能
」

の
標
識
）
に
出
た
。
道
は
一
部
狭
い
箇
所
も
あ
る
が
概
ね
歩
き
や
す
い
道
だ
。

こ
こ
で
早
め
に
パ
ン
や
お
に
ぎ
り
で
昼
食
を
と
り
、
引
き
返
す
こ
と
に
し
た
。

合
流
箇
所
ま
で
戻
り
、
沖
﨑
代
表
に
は
こ
こ
で
待
機
し
て
も
ら
い
、
一
人
で
そ

の
先
へ
入
り
進
む
と
ガ
レ
上
部
に
至
っ
た
。
こ
こ
ま
で
も
石
積
み
の
道
が
数
か

所
残
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
引
き
返
し
合
流
箇
所
か
ら
二
人
で
林
道
終
点
へ
と
戻

っ
た
。 

 

往
路
と
違
い
時
間
も
あ
ま
り
か
か
ら
ず
に
大
森
山
ガ
レ
ま
で
来
る
と
、
な
ん

と
法
面
の
右
岸
に
ロ
ー
プ
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
ど
う
や
ら
こ
こ
を
登
り
降

り
し
て
い
た
よ
う
だ
。
南
奥
駈
道
の
大
平
多
山
分
岐
直
下
を
通
り
す
ぎ
た
所
で
、

足
場
跡
を
沖
﨑
代
表
が
見
つ
け
、
登
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
１
分
も
か
か
ら

す
尾
根
に
上
が
る
と
木
に
ピ
ン
ク
色
の
テ
ー
プ
が
巻
か
れ
て
い
た
。
ま
ず
は
大

平
多
山
分
岐
（
南
奥
駈
道
）
ま
で
往
復
し
、
下
降
点
に
目
印
の
テ
ー
プ
を
付
け

足
し
て
石
を
積
み
、
沖
﨑
代
表
が
足
場
跡
に
補
助
用
の
ロ
ー
プ
を
取
り
付
け
た
。 

 

林
道
（
終
点
）
ま
で
順
調
に
戻
り
、
復
路
で
の
車
で
の
移
動
は
約
４
１
分
だ

っ
た
。
こ
の
林
道
は
甲
ヶ
森
南
登
山
口
か
ら
終
点
ま
で
の
道
の
状
況
次
第
で
所

要
時
間
が
大
き
く
変
わ
る
。
往
路
と
同
じ
道
で
帰
り
新
宮
に
は
１
５
時
５
分
に

着
い
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
記
；
湯
川
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

大
平
多
線
（
起
点
）0

8

：5
0
→

0
9

：0
3

大
森
山
ガ
レ0

9

：0
8
→

1
0

：4
0

大
平

多
線
（
終
点
）1

0

：5
3
→
1
0

：5
7

巻
道
合
流1

0

：5
7
→

1
1

：1
7

南
奥
駈
道
合

流
1
1

：4
0
→

1
2

：0
7

巻
道
分
岐

1
2

：0
7
→

1
2

：3
3

ガ
レ
（
上
部
）1

2

：3
4

→
1
2

：5
8

巻
道
分
岐
（
戻
り
）1

2

：5
8
→

1
3

：0
3

大
平
多
線
（
終
点
）1

3

：

1
0
→

1
3

：2
4

足
場
跡1

3

：2
4
→

1
3

：3
2

大
平
多
山
分
岐
（
南
奥
駈
道
）1

3

：

3
3
→

1
3

：4
0

足
場
跡
（
ロ
ー
プ
取
付
）1

3

：5
0
→

1
4

：1
7

大
平
多
線
（
起
点
） 

 



【
確
認
で
き
た
事
項
】 

・
甲
ヶ
森
南
肩
に
は
篠
尾
か
ら
の
道
、
玉
置
川
（
十
字
路
・
一
の
鳥
居
方
面
）

へ
の
道
が
あ
る
。 

・
林
道
（
終
点
）
か
ら
南
奥
駈
道
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
２
４
分
、
赤
テ
ー
プ

も
連
続
し
て
あ
り
迷
う
箇
所
は
な
い
。 

・
林
道
か
ら
大
平
多
山
分
岐
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
８
分
。 

【
林
道
大
平
多
線
通
行
に
あ
た
り
留
意
す
る
事
項
】 

・
小
型
の
車
高
が
高
い
車
で
、
オ
フ
ロ
ー
ド
タ
イ
ヤ
が
望
ま
し
い
。
現
時
点
で

は
四
駆
で
な
く
て
も
通
行
は
で
き
る
。 

・
単
独
で
の
乗
り
入
れ
は
し
な
い
。（
必
ず
複
数
人
で
） 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

落石がいたるところにある 

倒木はこの１本だけだった 

石積みの道が随所に残っている 

南奥駈道合流箇所（巻き道分岐） 

五大尊岳（南峰）～大平多山 

（赤線が今回調査したルート） 


